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北
大
西
洋
条
約
機
構（
N
A
T
O
）

が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
へ
の
関
与
を

強
め
て
い
る
。
念
頭
に
置
く
の
は
台

湾
周
辺
や
南
シ
ナ
海
で
威
圧
的
な
行

動
を
取
る
中
国
だ
。
4
月
4
～
5
日
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
開

か
れ
た
外
相
会
合
に
は
日
本
や
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ど
の
こ
の
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
国
を
招
い
た
。

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
N
A
T
O
は
ど
う
関
与
す
る
の

か
。
N
A
T
O
高
官
に
聞
く
と
、
サ
イ
バ
ー
防
衛
や
偽
情

報
対
策
な
ど
で
協
力
強
化
は
進
め
る
が
、「
N
A
T
O
が
（
主

体
的
に
）
こ
の
地
域
の
安
全
保
障
を
担
う
意
図
は
な
い
」
と

語
っ
た
。
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
形
に
せ
よ
影
響
力
を
強
め
れ

ば
、
中
国
は
「
米
欧
が
ア
ジ
ア
諸
国
を
抱
き
込
み
、
包
囲
網

を
形
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
」と
見
て
反
発
を
強
め
る
だ
ろ
う
。

　

高
官
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
か
つ
て
バ
ン
コ
ク
特
派
員
と

し
て
取
材
し
た
南
シ
ナ
海
情
勢
を
思
い
浮
か
べ
た
。

2
0
1
3
年
に
領
有
権
問
題
で
中
国
と
対
立
す
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
デ
ル
ロ
サ
リ
オ
外
相
（
当
時
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

と
き
、
東
シ
ナ
海
で
も
日
本
と
中
国
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
話
題
に
し
た
。
外
相
は
「
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
に
よ

う
こ
そ
」
と
皮
肉
の
利
い
た
冗
談
を
言
い
、
握
手
を
求
め
て

き
た
。

　

当
時
の
ア
キ
ノ
比
政
権
は
米
国
や
日
本
と
の
関
係
を
強
化

し
中
国
に
対
抗
。
ベ
ト
ナ
ム
も
協
調
し
た
。
16
年
に
は
仲
裁

裁
判
所
（
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
）
が
中
国
の
南
シ
ナ
海
の
権

益
主
張
を
退
け
る
判
決
を
下
し
、
国
際
的
な
対
中
圧
力
が
強

ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
年
に
就
任
し
た
ド
ゥ
テ
ル
テ
比

大
統
領
（
22
年
ま
で
）
は
経
済
優
先
の
立
場
で
中
国
に
接
近

し
「
中
国
包
囲
網
」
の
機
運
は
一
気
に
し
ぼ
ん
だ
。
南
シ
ナ

海
問
題
は
数
十
年
に
わ
た
り
東
南
ア
ジ
ア
で
協
議
さ
れ
て
い

る
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
は
今
も
親
中
国
の
立
場
を
堅
持
す

る
。
伝
統
的
な
米
国
の
同
盟
国
で
あ
る
タ
イ
も「
中
国
寄
り
」

の
印
象
が
強
い
。

　

N
A
T
O
は
今
、
自
ら
を
「
民
主
主
義
」
陣
営
と
位
置

付
け
、中
露
の
「
権
威
主
義
」
陣
営
と
の
対
立
構
図
を
描
く
。

N
A
T
O
高
官
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
「
価
値
観
の

共
有
」
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
た
。
だ
が
、
東
南
ア
ジ
ア
の

世
界
観
は
よ
り
妥
協
的
で
、
清
濁
が
よ
り
混
然
と
す
る
。
中

国
の
覇
権
拡
大
へ
の
警
戒
は
強
め
る
が
、米
欧
が
唱
え
る「
価

値
観
」
を
絶
対
視
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
米
欧
は
か
つ

て
自
ら
を
植
民
地
支
配
し
、
冷
戦
期
に
は
こ
の
地
に
対
立
と

戦
火
を
も
た
ら
し
た
相
手
で
も
あ
る
。

岩佐　淳士

東
南
ア
ジ
ア
は
N
A
T
O
を
迎
え
入
れ
る
の
か


